高野町立高野山病院

高野町立高野山病院地域医療研修プログラム

はじめに
高野町立高野山病院は、和歌山県の北部の山間へき地病院である。当院の勤務医師は、すべて地域医療を充分学習、習得した自治医大卒業生で成り立っている。当院の基本方針は、まず、へき地第一線病院として地域住民の健康増進に寄与することである。その内容として、Ａ）人間ドック、各種健診を推進し、疾病の早期発見、早期治療に努める。Ｂ）インフォームド・コンセントの充実。Ｃ）医療関係者をはじめとするマンパワーの確保。Ｄ）施設、医療機器の整備、充実。Ｅ）町保健行政との連携を蜜にし、疾病予防等の保健行政への参画。Ｆ）福祉関係機関との連携。Ｇ）救急医療の充実である。又当地は、山間へき地でありながら、世界遺産にも指定されている観光地でもあり、基本方針の第二として、観光地における救急医療の確立である。その内容として、Ａ）観光客の急性疾患に対する初期医療の充実。Ｂ）後方医療機関との連携である。これらの方針を成立させるため、日々全職員を挙げて努力を続けている。

 

対象
自治医科大学地域医療後期研修プログラム研修医

 

修了年限
一年間

 

研修のゴール
当プログラムを終了した医師は、地域第一線医療機関において、外来、入院、各種検査を行える、総合医としての高い臨床能力を有し、介護保険などの福祉、健診等の保健行政に参加、コメディカルスタッフ含めた他職種の人々との良好なコミュニケーショインを保ち、地域医療を実践できるようになること。

 

研修目標
　１． 医療
（１）外来診療　初診外来、再診外来に一人で対応、的確な診断ができる。
（２）救急外来　ＡＣＬＳ、高次医療機関への紹介、救急車での転院搬送ができる。
（３）入院診療　入院患者の治療、検査計画を立て、実践できる。
（４）検査、上部、下部消化管透視、腹部、心臓超音波検査、上部消化管内視鏡検査及び単純レントゲン検査、ＣＴ撮影ができ、結果を判断できる
　２． 保健
（１）健診　母子保健、成人保健の健診事業を理解し、住民に対して、事後の指導ができる
（２）予防接種　予防接種を実施し、副反応に対応できる。
（３）学校医　児童の健診ができ、精密検査の有無を判断できる。
　３． 福祉
（１）生活保護、医療費の公的支援などにつき理解、書類の作成ができる
（２）介護保険の主治医意見書を作成することができる

 

資源
（１）指導者
　　　　研修責任者：院長　廣内　幸雄
　　　　研修指導責任者：副院長　土生　康雅
　　　　指導医：桐山　茂久（内科、外科）
　　　　　　　　　早田　啓二　(外科)
　　　　臨床放射線技師：長野
　　　　臨床検査技師：井上

 

（２）研修施設
　　　　　高野町立高野山病院

 

（３） 研修スケジュール
　　　　　週間：外来診療　週１－２回
　　　　　　　　　検査（腹部超音波、上部消化管内視鏡）　週１回
　　　　　　　　　検査（透視、ＣＴ）　週１回
　　　　　日程：病棟業務；回診、処置、採血業務
　　　　　　　　　レントゲン読影会、内視鏡カンファレンス
　　　　　その他：老健施設回診、消防署研修

 

評価と終了認定
　　　　自己評価、研修委員長による面接、指導医からの評価をもとに終了を認定する。
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